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策対害災の施設保人老

現
地
職
員
ら
体
験
報
告

　
新
潟
県
中
越
地
震
の
被
災
地
へ

医
師
ら
を
派
遣
し
、
支
援
活
動
を

続
け
る
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
楢
津
）
と
県

老
人
保
健
施
設
協
会
は
二
十
一

目
、
岡
山
市
内
で
「
新
潟
県
中
越

地
震
に
学
ぶ
　
老
人
保
健
施
設
の

災
害
対
策
フ
ォ
圭
フ
ム
」
を
開
い

た
。
両
団
体
が
派
遣
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
た
現
地
の
福

祉
施
設
職
員
ら
が
、
震
災
後
の
生

活
ぶ
り
や
施
設
の
対
応
な
ど
を
報

告
、
今
後
へ
の
教
訓
な
ど
を
確
認

し
合
っ
た
。

岡山でＡＭＤＡなどフォーラム

新
潟
県
中
越
地
震
で
の
経
験
を
基
に
、
今
後
の
被
災

者
支
援
の
在
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
県
内
の
介
護
福
祉
士
ら
約

七
十
人
が
参
加
。
基
調
講

演
で
は
、
新
潟
県
小
千
谷

市
の
介
護
老
人
保
健
施
設

に
勤
め
る
理
学
療
法
士
野

上
往
信
さ
ん
心
二
四
）
が
、
お
年

寄
り
ら
約
百
人
が
食
堂
に

集
め
た
ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
た

避
難
生
活
の
体
験
談
を
紹
介

し
た
。

　
野
上
さ
ん
は
「
入
居
者
は

一
週
間
も
着
替
え
る
余
裕
す

ら
な
く
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
け

ん
か
が
絶
え
ず
苦
情
も
相

次
い
だ
。
ゆ
と
り
を
忘
れ
ま

い
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
再
開
し
た
」
な
ど
と
説
明
。

疲
労
が
限
界
に
近
づ
い
た

十
一
月
五
日
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

な
ど
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
到
着
し
「
涙
が
出
る
ほ

ど
あ
り
か
た
く
、
人
の
温
か

さ
を
肌
で
感
じ
た
」
と
話
し

た
。

　
現
地
で
支
援
活
動
に
当
た

っ
た
介
護
福
祉
士
ら
六
大
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
も
あ
り
「
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
は
、
体

力
や
判
断
力
、
情
報
が
な
い
。

一
番
の
災
害
弱
者
」
　
「
不

安
な
時
こ
そ
笑
顔
や
声
掛
け

が
必
要
」
な
ど
の
意
見
が
出

た
。

　
県
老
人
保
健
施
設
協
会

は
、
新
潟
で
の
支
援
活
動
の

経
験
を
今
後
に
生
か
す
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心

に
災
害
弱
者
支
援
チ
ー
ム
創

設
や
、
同
協
会
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
一

が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
活
動

す
る
災
害
弱
者
支
援
協
定
の
’

締
結
な
ど
を
提
言
し
た
。
　
一

　
両
団
体
は
十
一
月
以
降
、

七
回
に
わ
た
っ
て
介
護
福
祉

土
や
医
師
、
看
護
師
ら
延
べ

四
十
六
人
を
派
遣
し
、
高
齢

の
被
災
者
ら
の
介
護
や
健
康

管
理
、
生
活
の
介
助
な
ど
を

行
っ
た
。
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